
 

第１回 佐久新校再編実施計画懇話会まとめ 
 

日 時 令和２年（2020 年）12月 15 日 18時 00分～19 時 30 分 

場 所 佐久市中込会館 大会議室 

出 席 
（敬称略） 

花里 英一，楜澤 晴樹，山浦 みつ子，相馬 栄治郎，渡辺 仁，白鳥 敬日瑚，堀内 ふき，吉岡 道明，

廣末 恵子，吉沢 久，吉岡 徹，中島 瑞枝，堀込 健一，岩井 健二，坂内 裕美子，山﨑 裕史， 

山下 純一，井出 豊彦，木下 照美，髙橋 利子，小林 勉，桃井 妃菜，北澤 優里菜，栁沢 桜太， 

久松 賢悟 （以上 25名） 

欠 席 
（敬称略） 

なし 傍聴者 14名 

事務局 

野沢北高校 吉澤 教頭（事務局長），山下 教諭，白石 教諭，伴野 教諭，清水 教諭 

野沢南高校 鈴木 教頭（副事務局長），小林 教諭，宮内 教諭，木下 教諭，山口 教諭 

県教育委員会 駒瀬 高校再編推進室長，上原 主幹指導主事，高野 担当係長，栁澤 主任指導主事 

当日資料 次第，構成員名簿，席図，開催要綱，説明資料，野沢北高校と野沢南高校の３つの方針，グランドデザイン     

 

会議事項 

（１）座長選出   ◎吉岡 道明 構成員を座長に選出 

（２）「高校改革～夢に挑戦する学び～」（県教委より説明） 

   ①「実施方針について」 

   ②「再編・整備計画【一次】」及び佐久新校の学校像について 

（３）質疑応答及び意見交換 

 

構成員から出された主な意見（要旨） 

【探究的な学びについて】 

・（「総合的な探究の時間」だけでなく）教科の授業においても「主体的・対話的で深い学び」の具現化が必要。 

・新校開校の頃、「探究的な学び」そのものが古い言葉にならないように取り組みたい。 

・高校において「探究的な学び」に取り組むことにより、大学ではもっと深く学ぶことができる。 

・「探究的な学び」は生徒のいろいろな考えを生み出すことができる。新校でも取り組んでいただきたい。 

【佐久新校について】 

・新校のあるべき姿（使命、学校像）が明確に示されたと感じる。 

・大規模な進学校をつくり、地域も生徒の学びも活性化していくことが大事。県が示す学校像に期待が持てる。 

・佐久地域に「医学部に行きたい」「有名大学に行きたい」等、子どもたちの希望が叶えられる学校があること

を願う。 

・宇宙のことを学べる高校があるとワクワクする。 

・新校は生徒数が多くなると予想。それにより活気があふれ、上田市内の大規模校とも部活動などにおいて切

磋琢磨できる。人数が多いことにあこがれる。いろいろなことができる。 

【その他】 

・「地方の疲弊」「都会への集中」も今日の課題の一つ。地域の高校生が（都会ではなく）地元で学ぶことがで

きたり、県外の高校生が学びに来たりするような大学をこの地域につくることも必要。 
 

その他 

【次回】 

日時：令和３年（2021年）１月 26 日（火）18時～19 時 30 分 

会場：佐久市中込会館 大会議室 

内容：上智大学教授 奈須 正裕氏による講演及び意見交換 
 


